
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 神西小学校の取組 

 

（１）「同和教育を基底に据えた教育活動」について 

     これは、あらゆる差別を許さないという同和教育の理念を教育活動の基（もと）とし、一人

一人を大切にする教育活動を進めるということです。 

○校内研究 

    2020年度から人権・同和教育をテーマとして、校内研究を進めてきています。今年度は、 

   「自ら成長しようとする意欲をもち，いきいきと自分の考え

を表現する子どもの育成 ～子どもたちが進んで考えを

出し，友達の考えにたくましく関わっていく授業づくりを

通して～ 」 

   という研究主題をもとに、道徳科・社会科（同和問題学習）

を中心とした取組を進めてきました。 

○全校での集団づくり 

 

○環境・連携づくり 

①県立出雲養護学校との交流 

     今年度も県立出雲養護学校の子どもたちと，互いに学校を行き来しふれ合う交流や、ビ

デオレターやプレゼントなどを交換する交流を行いました。 

②全学級で人権・同和教育に視点を当てた学習公開，親子人権学習会の実施 

       2022年 11月 17日（木）、道徳科や社会科などの学習公開を行いました。また、市人権・

同和教育啓発指導員の石倉康民さんを講師に迎え、ＤＶＤ「ユーナの樹とトモダチ」を視聴

することを通して人権感覚を深める親子人権学習会を行いました。 

③校内人権週間 【11月 18日（金）～12月 9日（金）】 

     今年度は「仲間」をテーマとし、子どもたちが過ごす学級・学校が互いの人権を大切に

できる温かい場になることや、温かい雰囲気を子どもたちと教職員が一緒に作っていくこ

とを目指しました。 

     人権週間中の具体的な取組として、各学級では、よりよい人間関係・仲間づくりを重点

に置きながら教育活動を進めたこと、また、生活環境委員会が主体となって「〇〇の木」

の作成や掲示を行ったことが挙げられます。 

学級での集団づくりを基盤とし

た上で、はじめまして集会やなか

よし遠足，体育会などの縦割り班

活動や、なかよしペアを活用した

委員会活動や集会活動を年間通し

て実施し，学校全体のチームワー

クの向上を目指しました。 
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今号では、神西小学校での人権・同和教育の取組について紹介します。 
小学校で取り組んでいただいている様子を知って、地域で子ども達の成長を見
守り、支援していきたいと思います。 

 



     そして、人権週間最終日には全校人権集会を行い、各学級の取組の発表や、縦割り班で

のなかよし遊び「あいこじゃんけん」を通して、人権の大切さについて考える場とするこ

とができました。 

 
  ○教職員の人権感覚の向上 

    教職員の人権感覚を高めるために、職員会議時に輪番で「人権トーク」を行ったり、人権に

かかわる研修会を開いたりしてきました。また、「同和教育を教育活動の基底に据えるチェッ

クリスト」を活用し、人権感覚を大切にしていく教育環境を整えました。 

（２）進路保障の取組について 

 進路保障とは、「進んで勉強しよう」「難しいことにも挑戦してみよう」「友だちや家族，地域の

人を大切にしよう」といった気持ちを高め、子どもたち一人一人が自分自身で「生きる力」を育む

ように、教職員が支援をしていくことと考えています。 

 そのために、まず「児童理解を進めること」として… 

   ・特別支援教育・生徒指導の視点からの情報交換を行う 

  ・子どもを語る会・ケース会議などを通して、困り感のある子への支援を進める 

   ・「おしゃべりタイム」や生活アンケートを実施し、子どもの内面を理解する 

また、「学力向上を進めること」として… 

・ユニバーサルデザインの支援（視覚的な支援や学習の見通しをもたせるための支援など） 

・複数体制で学習活動を行うことを通した個別の支援 

・家庭と連携した家庭学習の充実   

これらの取組を通して、できるだけ子どもたちの不安感を取り除き、安心して生活を送ること

のできる学校づくりを行ってきているところです。 

（３）同和問題学習の充実 

出雲市では、各中学校区で「同和問題学習小中一貫カリキュラム」を作成し、同和問題学習の充

実を図っています。本校においても、そのカリキュラムに基づいて、６年生社会科において学習を

進めています。 

今年度は、11月 29日（火）に、神西地区同和教育推進協議会

の方々、河南中学校や神戸川小学校、神西幼稚園やサンサン保育

園の職員の方々を招いて、同和問題学習研修会を実施しました。 

江戸時代の身分制度の下で、身分上差別されている人の気持ち

に共感することは大切ですが、差別問題は差別している側の問題

であり、その人たちの行動にも目を向けながら、差別をしないた

めにどのようなことを自分たちの生活に生かしていけばよいか

を考えていきました。 

☆おわりに 

  「人権」とは、「人が人らしく生きていくための権利」と考えています。神西小学校では、子ど

もたちが自分のことも他人のことも大切にしながら、毎日安心して生活ができ、笑顔とやる気が

あふれる学校を目指して、これからも適切な支援を進めていきたいと思います。 

学級の発表 あいこじゃんけん 

 

６年生社会科 同和問題学習 


